
高等学校 地理歴史科（地理Ａ）学習指導案 

授業担当者 兵 庫 教 育 大 学 
准教授  南 埜  猛  
兵庫県立加古川北高等学校 
教 諭  畔 田 豊 年 
教 諭  水 野  淳  

１ 実施日時 ２０１１年１１月２８日（月）第３校時 第４校時 

２ 実施場所 視聴覚教室 

３ 対象生徒 ２年次「理系地理Ａ」履修生徒 ２年次７組・８組 ８３名（男６２名 女２１名） 

４ 使用教材 教科書『新地理Ａ 暮らしと環境』（教育出版） 
地図帳『基本地図帳 改訂版』（二宮書店） 
資料集『新編地理資料 2011』（とうほう） 
資料集『データブック オブ・ザ・ワールド 2011 年版』（二宮書店） 

５ 単元名 自然環境と人々の生活・文化 

６ 単元のねらい 
人類と自然現象のかかわり、環境に適応した人間の諸活動について学習する。 

７ 単元の指導計画 
（１）自然環境と人間（１時間） 
（２）地形と人々の生活（６時間） 
（３）気候と人々の生活（６時間） 
（４）水の利用とわたしたちの暮らし（２時間）本時 
（５）地球上の水とその利用（１時間） 

８ 本時の評価規準 
関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 
地形、気候、水環境を

人間にとっての環境と

して捉え、地域を特色づ

ける要素として考察し

ようとしている。 

地形、気候、水環境に

よって形成される、地域

的特色を考察している。

 

調べたことをレポー

トにまとめ、効果的に地

図に表現することがで

きる。 

地形、気候、水環境が

形成される仕組みや相

互に関係する仕組みを

理解し、その知識を身に

つけている。 

９ 本時の展開 
（１）本時の目標 

・夏休みの課題で調べたことが、相互に関係していることを理解する。 
・印南野地域の地形、気候、水環境が形成される仕組みや相互に関係する仕組みを理解する。 
・効果的な写真の撮り方や地図化の方法を身につける。 



（２）本時の展開 
過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点 評価観点 

導
入
（
５
分
） 

夏課題の確

認 
・提出した夏課題を思

い起こす。 
・発表の対象となった課題は、取

り扱ったテーマによって選ばれた

ことを理解させる。 

 

展
開
①
（
４
５
分
） 

夏課題の発

表 
・「ため池」「用水路」「別

府川」「加古川」をテー

マに 17名の生徒が発表

する。（２～３分） 
・発表を聞く生徒は、

重要ポイントや気が付

いたこと、感想などを

メモに取る。 
 

・発表内容が相互に関係している

ことに気付かせる。 
 
・どのような写真や地図が見やす

く、効果的であるかを考えさせる。 
 

【関心・意欲・態度】

発表を聞きなが

ら、印南野地域の特

色を考察しようとし

ている。 
【技能・表現】 
効果的な写真の撮

り方や地図化の方法

を身につけようとし

ている。 

展
開
②
（
４
５
分
） 

印南野地域

の地形、気

候、水環境

の形成 

・提示された地図、雨

温図、統計資料から、

「ため池」「用水路」「加

古川」が相互に関係し

ていることを考え、メ

モに取る。 
 

・主題図、雨温図などを提示し、

「ため池」「用水路」「加古川」の

関連性を気付かせる。 

【思考・判断】 
 印南野地域の地

形、気候、水環境が

相互に関係する仕組

みを考察しようとし

ている。 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

印南野地域

の特色 
 

・メモに取った内容を

関連付ける。 
・日頃、何気なく見ている「ため

池」「用水路」「加古川」が、相互

に関係し、印南野地域の水環境シ

ステムを築いていることを理解さ

せる。 
 

【知識・理解】 
印南野地域の地

形、気候、水環境の

形成される仕組みや

相互に関係する仕組

みを理解しようとし

ている。 
 
 
１０ 研究協議 第５校時 応接室 
 


